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地域とむきあう 

兵庫県のヤマラッキョウの地域的変異 

藤井俊夫（自然環境再生研究部 主任研究員） 

 
兵庫県には，野生のヤマラッキョウの仲間が 4 種自生しています（藤田ほか，2007）。人

里近くの河川堤防や田畑の畔に生育し，初夏に白色の花をつけるノビル（花の代わりに多数

のむかご（珠芽）をつけていることがあります），兵庫県では北部の冷涼な地域に分布し，

初夏に薄紫の花を咲かせるアサツツキ，分布域は広いが植物体が小さく，春先に小さな目立

たない花を咲かせるヒメニラ，そして最も広く分布し，秋に赤紫色の花を咲かせるヤマラッ

キョウの 4 種です。 
 
ここでは，兵庫県で最もふつうに見られるヤマラッキョウの地域変異や集団間の変異に

ついてみていきます。ヤマラッキョウの生育地として「山野の日当たりの良い草原に生える」

との記述が見られますが（佐竹義輔，1991），実際にはヤマラッキョウは海岸の岩場から田

畑の畔，溝などの湿地に至る多様な環境に生育しています。 
 
ヤマラッキョウの仲間について調べる契機になったのは 2014 年秋の植物観察会で，その

折りに姫路の海岸の岩場に生える個体群を見つけたところから始まりました。その 2 年ほ

ど前には，ヤマラッキョウ近似のタマムラサキが太平洋側の海岸で次々に見つかっていま

した（田中ほか，2012）。それまではタマムラサキは原記載の基準標本産地である対馬でし

か知られていませんでした（Makino，1910）。しかも，田中ほか（2012）によるとタマムラ

サキの生育地は海岸の岩場に限られるとあり，姫路で見られた海岸性のヤマラッキョウの

生育環境と一致しました。 
 
この時に疑問に思ったのが，兵庫県の内陸に生育するさまざまなタイプのヤマラッキョ

ウについてでした。文献を調べると，ヤマラッキョウには複数の倍数性が知られており，2
倍体，4 倍体，6 倍体などを含む複合種であることがわかってきました（野田・渡辺，1968）。
そして，4 倍体（複 2 倍体）の系統がタマムラサキとして，ヤマラッキョウから分離・独立

されていました。そこで姫路のヤマラッキョウは海岸に生育するタマムラサキに間違いな

いだろうとして，兵庫県新産の植物として報告しました（藤井，2018）。この報告と同時に，

内陸の草原に生える高さが 160cm を超えるヤマラッキョウについて，未解明のヤマラッキ

ョウの一系統「巨大ヤマラッキョウ」として報告しました。 
 
その後は，ヤマラッキョウに関する各種の文献を収集するとともに，兵庫県内のヤマラッ

キョウ集団の現地調査と標本の収集を続けてきました。姫路のタマムラサキの集団を引き

続き調査し，その栽培個体の形態観察を詳細に行ってきたところ，タマムラサキの記載に合

わない特徴が明らかになってきました。九州におけるヤマラッキョウの分類に関する文献

（堀田，1998）を見つけて姫路のタマムラサキの形質と比較したところ，葉の断面構造など

の点で一致する点が多数認められましたが，個体サイズや葉長と花茎長の比率など細部の

形質で異なるところが出てきました。 
 
そこで再び，収集した各種の図鑑類や報告などの記述と兵庫県に産するヤマラッキョウ

の形態，形質の比較作業を行ったところ，図鑑や報告によってヤマラッキョウの記述がバラ

バラであることがわかってきました。例えば，ヤマラッキョウと，タマムラサキや近似のイ

トラッキョウなどを識別する形質で葉の断面構造があります。ヤマラッキョウでは，円形中
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空から三角中実まで，さまざまな記述が見られます（Jiemei & Kamelin，2000；布施，2015
など）。 

 
兵庫県内で観察したさまざまな系統のヤマラッキョウ集団を葉の断面構造に注目して区

分していくと，生育環境に対応した複数の集団に区別できることが明らかとなってきまし

た（藤井，2020a-c）。すなわち，兵庫県のヤマラッキョウを葉の断面構造から区分すると，

以下の 5 つのタイプに区分できます（藤井，2020d）。 
 
a． 溜池の土手などに生える高さ 1.5m を超える系統 

葉の断面が三角形で中実，中空の 2 タイプ。幅 3～5mm。藤井（2018）で巨大ヤマ

ラッキョウとしたもの。 
 

b． 湿った岩場に生える矮小化した系統（写真 1） 
葉の断面が扁平で中実，幅 1～2mm。 
 

c． 海岸の岩場に生え，葉が花茎より長く枝垂れる系統（写真 2） 
葉の断面が V 字型中実だが，葉が長く枝垂れる。幅 3～5mm。 
 

d． 田んぼの土手等に生える小型系統 
葉の断面が中実，V 字型で，葉が直立する。幅 2～3mm。 
 

e． 湿地に生える系統 
葉の断面が矢羽型，針で開けたような小さな穴があり中空。幅 2-4mm。 

 

    

写真 1 湿った岩場に生育する矮性タイプ         写真 2 海岸性のニセナンゴクヤマラッキョウ 

（背丈 20cm）                （背丈 50cm） 
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ここで再び姫路の海岸で発見したタマムラサキを検討したところ，上記の「c」の系統に

なり，タマムラサキではなく，各種図鑑の記載とも一致しない系統であることが明らかにな

りました。今のところ該当する分類群がなく，堀田（1998）の報告にあるナンゴクヤマラッ

キョウに最も近い形態を示すので，仮に「ニセナンゴクヤマラッキョウ」と呼んでいます（写

真 2）。今後は，倍数性や染色体の核型分析，DNA 解析による種としての独立性を検討して

いこうと考えています。 
 
ヤマラッキョウなどの身近な植物でも詳細に観察していけば，地域や生育環境によって

種分化を起こしてきていることがわかる可能性があります。日本に生育する植物相の全容

は各種の図鑑によって明らかになりましたが，ヤマラッキョウのように身近な植物でさえ，

種内変異や地域間変異，集団間変異が十分にわかっていない植物が多数残されています。 
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